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第６節　Ｆ区

１．土坑

　FSK－01（第214図）
　ES－162グリッドで検出した。SD－10、FSP－80と重複している。本遺構がSD－10を掘り込んでお
り、本遺構が新しい。FSP－80が本遺構を掘り込んでおり、本遺構が古い。平面形は円形を呈し、規模
は長軸104×短軸104×深さ38㎝を測る。壁はほぼ垂直に立ち上がり、底面は凹凸が認められる。堆積
土は２層に分層した。黒褐色土が堆積しており、砂ブロックの混入から、埋め戻し等による人為堆積と
考えられる。遺物は鉄関連遺物１点（第216図鉄27）を図示した。鉄27は鉄鍋の体部破片で、外面に
は把手の根元が残存していることから、取鍋と考えられる。
　
　FSK－02（第214図）
　ER－160グリッドで検出した。SD－10、FSP－48と重複している。本遺構がSD－10を掘り込んで
おり、本遺構が新しい。FSP－48が本遺構を掘り込んでおり、本遺構が古い。平面形は隅丸三角形を呈
し、規模は長軸155×短軸132×深さ19㎝を測る。壁は急角度に立ち上がる部分とほぼ垂直に立ち上が
る部分が認められ、底面は凹凸がある。南東壁寄り底面からピット１基を確認した。平面形は楕円形を
呈し、規模は長軸36×短軸23×深さ５㎝を測る。堆積土は３層に分層した。黒褐色土を主体とする土
層が堆積しており、埋め戻し等による人為堆積と考えられる。遺物は土師器皿１点、坏１点、甕１点、
壺１点、須恵器長頸壺１点、珠洲甕１点（第216図965～970）を図示した。965は非ロクロ皿の口縁
部～底部で、やや厚みのある器壁で、内外面ナデにより調整されており、底部は太めの糸による静止糸
切である。966は非ロクロの坏の口縁部～体部で、内外面ナデによって調整されており、底部はムシロ
痕である。967は甕の口縁部～体部で、体部がやや丸みを帯び、口縁部が緩やかに外反する形状を呈す
る。968は広口壺の口縁部～頸部で、口縁部がやや強く外反し、やや長めの頸部をもつ。内外面ロクロ
調整が施されている。969は須恵器長頸壺の頸部で、内外面ロクロ調整が施されている。970は珠洲甕
の体部である。

　FSK－03（第214図）
　ER－160グリッドで検出した。SD－05と重複している。SD－05が本遺構を掘り込んでおり、本遺
構が古い。重複によって全体形は不明だが、平面形は不整形と考えられ、確認できた規模は長軸130×
短軸35×深さ17㎝を測る。壁はほぼ垂直に立ち上がり、底面はやや南側に傾斜する。堆積土は２層に
分層した。黒褐色土が堆積しており、埋め戻し等による人為堆積と考えられる。遺物は土師器坏１点
（第216図971）を図示した。971は坏の体部～底部で、内外面ロクロ調整が施されている。
　
　FSK－04（第214図）
　EM－151グリッドで検出した。SD－32と重複している。本遺構がSD－32を掘り込んでおり、本遺
構が新しい。平面形は楕円形を呈し、規模は長軸97×短軸73×深さ11㎝を測る。壁は急角度に立ち上
がり、底面はやや凹凸が認められる。堆積土は４層に分層した。黒褐色土を主体とする土層が堆積して
おり、埋め戻し等による人為堆積と考えられる。
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　FSK－05（第214図）
　EN－150グリッドで検出した。平面形は方形を呈していると考えられ、規模は長軸53×短軸43×深
さ20㎝を測る。壁はほぼ垂直に立ち上がり、底面はやや凹凸が認められる。堆積土は３層に分層し
た。黒褐色土を主体とする土層が堆積しており、埋め戻し等による人為堆積と考えられる。

　FSK－06（第214図）
　EL－148グリッドで検出した。FSK－12、SD－10と重複している。FSK－12、SD－10が本遺構を
掘り込んでおり、本遺構が古い。重複により全体形は不明だが、平面形は楕円形を呈していると考えら
れ、規模は長軸66×短軸45×深さ９㎝を測る。壁は急角度に立ち上がり、底面はほぼ平坦である。堆
積土は１層で、黒褐色土と褐色土の混合層が堆積しており、埋め戻し等による人為堆積と考えられる。

　FSK－07（第214図）
　ES－162グリッドで検出した。平面形は円形を呈し、規模は長軸84×短軸83×深さ60㎝を測る。壁
はほぼ垂直に立ち上がり、底面はほぼ平坦である。堆積土は６層に分層した。黒褐色土を主体とする土
層が堆積しており、埋め戻し等による人為堆積と考えられる。遺物は土師器坏１点（第216図972）を
図示した。972は非ロクロの坏の体部～底部で、体部は内外面ナデによって調整されており、底部は網
代痕が認められる。

　FSK－08（第215図）
　EM－149グリッドで検出した。FSK－09・10、SD－10と重複している。本遺構がFSK－09・10を
掘り込んでおり、本遺構が新しい。SD－10が本遺構を掘り込んでおり、本遺構が古い。重複により平
面形は不明だが、平面形は不整円形を呈していると考えられ、確認できた規模は長軸238×短軸118×
深さ18㎝を測る。壁は緩やかに立ち上がる部分とほぼ垂直に立ち上がる部分が認められ、底面はやや
凹凸が認められる。堆積土は６層に分層した。黒褐色土・黒色土を主体とする土層が堆積しており、埋
め戻し等による人為堆積と考えられる。遺物は須恵器甕１点（第216図973）を図示した。973は甕の
体部である。

　FSK－09（第215図）
　EL－149グリッドで検出した。FSK－08、10と重複している。本遺構がFSK－10を掘り込んでお
り、本遺構が新しい。FSK－08が本遺構を掘り込んでおり、本遺構が古い。重複により平面形は不明
だが、円形を呈していると考えられ、確認できた規模は長軸50×短軸43×深さ32㎝を測る。壁は急角
度に立ち上がり、底面はほぼ平坦である。堆積土は３層に分層した。黒色土を主体とする土層が堆積し
ており、３層は自然堆積、１・２層は埋め戻し等による人為堆積と考えられる。

　FSK－10（第215図）
　EL－149グリッドで検出した。FSK－08・09と重複している。FSK－08・09が本遺構を掘り込んで
おり、本遺構が古い。重複により平面形は不明だが、不整形を呈していると考えられ、確認できた規模
は長軸58×短軸22×深さ18㎝を測る。壁は急角度に立ち上がり、底面は一部くぼむ以外はほぼ平坦で
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ある。堆積土は１層で黒褐色土と明黄褐色土の混合層が堆積しており、埋め戻し等による人為堆積と考
えられる。

　FSK－11（第215図）
　ER－159グリッドで検出した。SD－17と重複している。本遺構がSD－17の堆積土を掘り込んでお
り、本遺構が新しい。重複により平面形は不明であるが、不整円形を呈していると考えられ、規模は長
軸71×短軸51×深さ30㎝を測る。壁はオーバーハングする部分とほぼ垂直に立ち上がる部分が認めら
れ、底面は南側に傾斜している。堆積土は４層に分層した。黒褐色土を主体とする土層が堆積してお
り、埋め戻し等による人為堆積と考えられる。

　FSK－12（第215図）
　EL－148グリッドで検出した。FSK－06、SD－10と重複している。本遺構がFSK－06の堆積土を掘
り込んでおり、本遺構が新しい。SD－10が本遺構を掘り込んでおり、本遺構が古い。平面形は楕円形
を呈しており、規模は長軸159×短軸87×深さ16㎝を測る。壁は緩やかにに立ち上がり、底面はやや
凹凸が認められる。堆積土は２層に分層した。黒褐色土を主体とする土層が堆積しており、埋め戻し等
による人為堆積と考えられる。

　FSK－13（第215図）
　EL－148グリッドで検出した。SD－10、FSP－115と重複している。本遺構がSD－10の堆積土を掘
り込んでおり、本遺構が新しい。FSP－115が本遺構を掘り込んでおり、本遺構が古い。全体形は不明
だが、平面形は不整円形を呈していると考えられ、確認できた規模は長軸142×短軸48㎝×深さ26㎝
を測る。壁は急角度に立ち上がり、底面はやや凹凸が認められる。堆積土は３層に分層した。黒褐色土
を主体とする土層が堆積しており、埋め戻し等による人為堆積と考えられる。

２．溝跡

　SD－10（第217～219図）
　EL～EU－147～162グリッドで検出した。FSK－01・02、06、08、11〜13、SD－05、11・12、
16〜18、20、22、29、31・32、34、38、57、FSE－03・04のほか、多くのSPと重複している。本
遺構がFSK－06、08、12、SD－17・18、20、22、29、31・32、34、FSE－03を掘り込んでおり、
本遺構が新しい。FSK－01・02、11、13、SD－05、11、38、57、FSE－04が本遺構を掘り込んでお
り、本遺構が古い。SD－12、16との新旧関係は不明である。県道浪岡北中野黒石線とほぼ並行して直
線的に延びており、東端がやや蛇行する。確認できた規模は延長50.44ｍ、上端幅は最大で96㎝、最少
で41㎝、下端幅は42㎝、深さ34㎝を測る。壁は急角度に立ち上がり、底面はほぼ平坦である。北壁に
は本遺構と並行するように浅い溝が認められるが、堆積土から本遺構に付随する溝と考えられる。堆積
土は４層に分層した。黒褐色土を主体とする土層が堆積しており、自然堆積と考えられる。遺物は土師
器皿１点、坏２点、小甕２点、須恵器甕４点、珠洲甕１点、陶磁器１点（第221図974～984）、石製品
１点（第222図石18）を図示した。974は皿の口縁～底部で、内外面ロクロ調整が施されている。坏は
２点ともに非ロクロで体部～底部である。底部調整は975が柾目痕、976は砂底である。977は小甕の
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　SD－12（第217、219図）
　ES・ET－162グリッドで検出した。SD－10・11、13・14と重複している。SD－14が本遺構を掘り
込んでおり、本遺構が古い。SD－10・11、13との新旧関係は不明である。やや蛇行しており、確認で
きた規模は延長183㎝、幅67㎝、深さ43㎝を測る。壁はほぼ垂直に立ち上がり、底面はほぼ平坦であ
る。エレベーションのみの確認であり、堆積状況は不明である。

　SD－13（第217、219図）
　ET－162グリッドで検出した。SD－12、FSP－154と重複している。FSP－154が本遺構を掘り込ん
でおり、本遺構が古い。SD－12との新旧関係は不明である。直線状を呈し、規模は延長141㎝、幅48
㎝、深さ19㎝を測る。壁はほぼ垂直に立ち上がり、底面はほぼ平坦である。エレベーションのみの確
認であり、堆積状況は不明である。

　SD－14（第217、219図）
　ES・ET－161・162グリッドで検出した。SD－12、15、FSP－154と重複している。本遺構がSD－
12を掘り込んでおり、本遺構が新しい。SD－15、FSP－154が本遺構の堆積土を掘り込んでおり、本
遺構が古い。直線状を呈し、規模は延長186㎝、幅50㎝、深さ12㎝を測る。壁は急角度に立ち上が
り、底面はやや丸みを帯びる。エレベーションのみの確認であり、堆積状況は不明である。

　SD－15（第217、219図）
　ES－161グリッドで検出した。SD－05、14、16と重複している。本遺構がSD－14を掘り込んでお
り、本遺構が新しい。SD－05が本遺構の堆積土を掘り込んでおり、本遺構が古い。SD－16との新旧関
係は不明である。直線状を呈し、規模は延長239㎝、幅32㎝、深さ８㎝を測る。壁は急角度に立ち上が
り、底面はV字形を呈する。エレベーションのみの確認であり、堆積状況は不明である。
　
　SD－16（第217、219図）
　ES－161グリッドで検出した。SD－15と重複している。新旧関係は不明である。直線状を呈し、規
模は延長159㎝、幅30㎝、深さ11㎝を測る。壁は急角度に立ち上がり、底面は南側に傾斜している。
エレベーションのみの確認であり、堆積状況は不明である。

　SD－17（第217、219図）
　ER・ES－158～160グリッドで検出した。FSK－11、SD－10、18・19、FSE－04と重複している。
本遺構がSD－18を掘り込んでおり、本遺構が新しい。FSK－11、SD－10、19、FSE－04が本遺構を
掘り込んでおり、本遺構が古い。概ね直線状を呈し、規模は延長771㎝、幅65㎝、深さ36㎝を測る。
壁はほぼ垂直に立ち上がり、開口部付近で外反する。底面はやや凹凸が認められる。堆積土は３層に分
層した。黒褐色土を主体とする土層が堆積しており、自然堆積と考えられる。遺物は土師器甕１点（第
221図985）を図示した。985は甕の口縁部～体部で、体部がほぼ直線的で、口縁部が緩やかに外反す
る形状を呈する。
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　SD－18（第217、219図）
　EQ・ER－158グリッドで検出した。SD－10、17、20、57と重複している。SD－10、17、20、57
が本遺構を掘り込んでおり、本遺構が古い。直線状を呈し、規模は延長308㎝、幅53㎝、深さ51㎝を
測る。壁はほぼ垂直に立ち上がり、底面はＶ字状に凹む。エレベーションのみの確認であり、堆積状況
は不明である。遺物は須恵器甕１点（第221図986）を図示した。986は須恵器甕の体部である。

　SD－19（第217、219図）
　ER―158グリッドで検出した。SD－17、20と重複している。本遺構がSD－17、20を掘り込んでお
り、本遺構が新しい。規模は延長156㎝、幅35㎝、深さ31㎝を測る。壁はほぼ垂直に立ち上がり、底
面はほぼ平坦である。エレベーションのみの確認であり、堆積状況は不明である。

　SD－20（第217～219図）
　EN～ES－151～158グリッドで検出した。SD－10、18・19、22〜25、29、31、57、FSP－87、
91・92と重複している。本遺構がSD－18、22〜25、29、31を掘り込んでおり、本遺構が新しい。SD
－10、19、57、FSP－87、91・92が本遺構を掘り込んでおり、本遺構が古い。直線状を呈し、規模は
延長15.62m、幅80㎝、深さ73㎝を測る。壁はほぼ垂直及び急角度に立ち上がり、底面はほぼ平坦であ
る。堆積土は４層に分層した。黒褐色土を主体とする土層が堆積しており、自然堆積と考えられる。遺
物は土師器甕１点（第221図987）を図示した。987は土師器甕の口縁部～体部で、体部がやや丸みを
帯び、口縁部は器壁が厚くなっており、やや強く外反する形状を呈する。

　SD－22（第218・219図）
　EO－153グリッドで検出した。SD－10、20と重複している。SD－10、20が本遺構を掘り込んでお
り、本遺構が古い。一部のみの検出であるが、直線状を呈していると考えられ、確認できた規模は延長
54㎝、幅41㎝、深さ14㎝を測る。壁は急角度に立ち上がり、底面はほぼ平坦である。堆積土は３層に
分層した。黒褐色土を主体とする土層が堆積しており、埋め戻し等による人為堆積と考えられる。

　SD－23（第218・219図）
　EO－153グリッドで検出した。SD－20と重複している。SD－20が本遺構を掘り込んでおり、本遺
構が古い。一部のみの検出であるが、直線状を呈していると考えられ、規模は延長54㎝、幅34㎝、深
さ20㎝を測る。壁は急角度に立ち上がり、底面はやや丸みを帯びる。堆積土は２層に分層した。黒褐
色土を主体とする土層が堆積しており、埋め戻し等による人為堆積と考えられる。

　SD－24（第218・219図）
　EO－153グリッドで検出した。SD－20、25・26と重複している。SD－20、25・26が本遺構を掘り
込んでおり、本遺構が古い。一部のみの検出であるが、直線状を呈し、規模は延長76㎝、幅35㎝、深
さ16㎝を測る。壁は緩やかに立ち上がり、底面はやや丸みを帯びる。エレベーションのみの確認であ
り、堆積状況は不明である。



− 329 −

第Ⅲ章　川原館遺跡

　SD－25（第218・219図）
　EO－152・153グリッドで検出した。SD－20、24、26と重複している。本遺構がSD－24を掘り込
んでおり、本遺構が新しい。SD－20、26が本遺構を掘り込んでおり、本遺構が古い。直線状を呈し、
規模は延長374㎝、幅35㎝、深さ21㎝を測る。壁は急角度に立ち上がり、底面はほぼ平坦である。堆
積土は３層に分層した。黒褐色土を主体とする土層が堆積しており、埋め戻し等による人為堆積と考え
られる。

　SD－26（第218・219図）
　EO－152・153グリッドで検出した。SD－24・25と重複している。本遺構がSD－24・25を掘り込
んでおり、本遺構が新しい。直線状を呈し、規模は延長188㎝、幅46㎝、深さ38㎝を測る。壁は段を
もって立ち上がり、底面はほぼ平坦である。堆積土は３層に分層した。黒褐色土を主体とする土層が堆
積しており、３層は埋め戻し等による人為堆積で、１・２層は自然堆積と考えられる。

　SD－27（第218・219図）
　EN－152・153、EO－153グリッドで検出した。FSP－132～135と重複している。FSP－132～135
が本遺構を掘り込んでおり、本遺構が古い。直線状を呈し、規模は延長177㎝、幅54㎝、深さ14㎝を
測る。壁は急角度に立ち上がり、底面はほぼ平坦である。堆積土は２層に分層した。黒褐色土が堆積し
ており、自然堆積と考えられる。遺物は須恵器壺１点（第221図988）を図示した。内外面ロクロ調整
が施されている。

　SD－28（第218・219図）
　EN－153グリッドで検出した。FSP－123・124、126と重複している。本遺構がFSP－126を掘り込
んでおり、本遺構が新しい。FSP－123・124が本遺構を掘り込んでおり、本遺構が古い。ほぼ直線状
を呈し、規模は延長156㎝、幅36㎝、深さ15㎝を測る。壁は急角度に立ち上がり、底面は丸みを帯び
る。堆積土は２層に分層した。黒褐色土を主体とする土層が堆積しており、埋め戻し等による人為堆積
と考えられる。

　SD－29（第218・219図）
　EN－150・151グリッドで検出した。SD－10、20、30と重複している。SD－10、20が本遺構を掘
り込んでおり、本遺構が古い。SD－30との新旧関係は不明である。直線状を呈し、規模は延長554
㎝、幅58㎝、深さ54㎝を測る。壁は急角度に立ち上がり、底面はやや丸みを帯びる。エレベーション
のみの確認であり、堆積状況は不明である。

　SD－30（第218・219図）
　EM－149・150、EN－150グリッドで検出した。SD－29と重複している。新旧関係は不明である。
直線状を呈し、規模は延長472㎝を測り、幅61㎝、深さ75㎝を測る。壁は段を持って立ち上がり、底
面はほぼ平坦である。堆積土は３層に分層した。黒褐色土を主体とする土層が堆積しており、自然堆積
と考えられる。
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　SD－31（第218・219図）
　EN－151・152グリッドで検出した。SD－10、20と重複している。SD－10、20が本遺構を掘り込
んでおり、本遺構が古い。規模は延長314㎝、幅52㎝、深さ５㎝を測る。壁は急角度に立ち上がり、底
面はほぼ平坦である。堆積土は２層に分層した。黒褐色土を主体とする土層が堆積しており、埋め戻し
等による人為堆積と考えられる。

　SD－32（第218・219図）
　EM・EN－151グリッドで検出した。FSK－04、SD－10と重複している。FSK－04、SD－10が本遺
構を掘り込んでおり、本遺構が古い。概ね直線状を呈し、規模は延長268㎝、幅88㎝、深さ６㎝を測
る。壁は急角度に立ち上がり、底面はほぼ平坦である。堆積土は３層に分層した。黒褐色土を主体とす
る土層が堆積しており、埋め戻し等による人為堆積と考えられる。

　SD－34（第218・219図）
　EM－149グリッドで検出した。SD－10、FSP－142と重複している。SD－10、FSP－142が本遺構
を掘り込んでおり、本遺構が古い。一部のみの検出であるが、直線状を呈していると考えられ、規模は
延長62㎝、幅29㎝、深さ５㎝を測る。堆積土は１層で、黒褐色土が堆積しており、自然堆積と考えら
れる。

　SD－35（第218・219図）
　EM－149・150グリッドで検出した。長軸方向の片側の壁と底面のみの検出であり、詳細は不明で
あるが、直線状を呈していると考えられ、規模は延長253㎝、幅113㎝、深さ11㎝を測る。壁はほぼ垂
直に立ち上がり、底面はやや凹凸が認められる。堆積土は２層に分層した。黒色土を主体とする土層が
堆積しており、埋め戻し等による人為堆積と考えられる。

　SD－36（第218・219図）
　EM－149グリッドで検出した。一部のみの検出であるが、直線状を呈し、規模は延長67㎝、幅54
㎝、深さ７㎝を測る。壁は急角度に立ち上がり、底面は丸みを帯びる。堆積土は１層で黒褐色土が堆積
しており、埋め戻し等による人為堆積と考えられる。

　SD－37（第218・219図）
　EL－147グリッドで検出した。SD－38と重複している。SD－38が本遺構を掘り込んでおり、本遺構
が古い。一部分のみの検出のため、詳細は不明であるが、直線状を呈していると考えられ、規模は延長
69㎝、幅39㎝、深さ23㎝を測る。壁は急角度に立ち上がり、底面はほぼ平坦である。堆積土は２層で
黒褐色土が堆積しており、自然堆積と考えられる。

　SD－38（第218・219図）
　EK－145・146、EL－146・147グリッドで検出した。SD－10、37、40・41と重複している。本遺
構がSD－10、37、40・41を掘り込んでおり、本遺構が新しい。直線状を呈し、規模は長軸952㎝、幅
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54㎝、深さ17㎝を測る。壁は急角度に立ち上がり、底面はやや丸みを帯びる。堆積土は６層に分層し
た。黒褐色土が堆積しており、埋め戻し等による人為堆積と考えられる。

　SD－39（第220図）
　EK－145グリッドで検出した。SD－40と重複している。本遺構がSD－40を掘り込んでおり、本遺
構が新しい。直線状を呈し、規模は延長166㎝、幅29㎝、深さ36㎝を測る。壁はほぼ垂直に立ち上が
り、底面はほぼ平坦である。堆積土は６層に分層した。黒褐色土を主体とする土層が堆積しており、自
然堆積と考えられる。

　SD－40（第220図）
　EK－144・145グリッドで検出した。SD－38・39、41、44と重複している。本遺構がSD－41、44
を掘り込んでおり、本遺構が新しい。SD－38・39が本遺構を掘り込んでおり、本遺構が古い。直線状
を呈し、規模は延長443㎝、幅51㎝、深さ67㎝を測る。壁はほぼ垂直に立ち上がり、底面はほぼ平坦
な部分と南側に傾斜する部分が認められる。堆積土は６層に分層した。黒褐色土を主体とする土層が堆
積しており、埋め戻し等による人為堆積と考えられる。

　SD－41（第220図）
　EK－145グリッドで検出した。SD－38、40、43と重複している。本遺構がSD－43を掘り込んでお
り、本遺構が新しい。SD－38、40が本遺構を掘り込んでおり、本遺構が古い。やや蛇行しており、規
模は延長237㎝、幅56㎝、深さ55㎝を測る。壁は急角度に立ち上がり、底面は凹凸が認められる。堆
積土は４層に分層した。黒褐色土を主体とする土層が堆積しており、自然堆積と考えられる。

　SD－42（第218・219図）
　EK－145・146グリッドで検出した。SD－43と重複している。SD－43が本遺構を掘り込んでおり、
本遺構が古い。SD－43に向かって幅が狭くなっていくが、ほぼ直線状を呈し、規模は延長290㎝、幅
27㎝、深さ８㎝を測る。壁は緩やかに立ち上がり、底面はほぼ平坦である。エレベーションのみの確
認のため、堆積状況は不明である。

　SD－43（第220図）
　EK－145グリッドで検出した。SD－41・42と重複している。本遺構がSD－42を掘り込んでおり、
本遺構が新しい。SD－41が本遺構を掘り込んでおり、本遺構が古い。一部分のみの検出であるが、直
線状を呈していると考えられ、規模は延長58㎝、幅82㎝、深さ８㎝を測る。壁は緩やかに立ち上が
り、底面はやや凹凸が認められる。堆積土は１層で、暗褐色土とにぶい黄褐色土の混合層が堆積してお
り、埋め戻し等による人為堆積と考えられる。
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３．井戸跡

　FSE－01（第223図）
　ER－160・161グリッドで検出した。FSP－71・72と重複している。本遺構がFSP－71・72を掘り
込んでおり、本遺構が新しい。平面形は円形を呈し、規模は長軸87×短軸85×深さ139㎝を測る。崩
落により下位の壁の状況は不明であるが、開口部付近は急角度に立ち上がり、底面はほぼ平坦である。
堆積土は崩落のため、１層のみの確認である。黒褐色土が堆積しており、自然堆積と考えられる。遺物
は木製品５点（第224図木77～81）を図示した。木77は連歯下駄、78～80は箸、81は杭である。木77
は左足用で両側部が欠損している。木81は芯持材で上端を尖らせるように加工されている。

　FSE－03（第223図）
　ES－161・162グリッドで検出した。SD－05、10と重複している。本遺構がSD－05を掘り込んでお
り、本遺構が新しい。SD－10が本遺構を掘り込んでおり、本遺構が古い。平面形は不整円形を呈し、
規模は長軸88×短軸75㎝を測る。壁は底面から急角度に立ち上がり、開口部付近はほぼ垂直に立ち上
がる。堆積土は崩落のため、５層のみ確認できた。黒褐色土を主体とする土層が堆積しており、埋め戻
し等による人為堆積と考えられる。遺物は土師器甕１点（第224図997）、木製品３点（第224図木82
～84）、石器・石製品５点（第224図石19～23）を図示した。997は甕の口縁部～体部で、体部がやや
丸みを帯び、口縁部が緩やかに外反する形状を呈する。木82～84は桶の側板である。石19は平面長方
形状の砥石で、表裏面に砥面が認められ、両側面は磨りが認められる。表裏面には擦切痕が認められ
る。石20は擦切具と考えられる。石21は平面長方形を呈する硯である。四隅が面取りされている。石
22は平面方形を呈する砥石で、表裏面及び右側面に砥面が認められる。石23は両刃の磨製石斧であ
る。

　FSE－04（第223図）
　ER－159グリッドで検出した。SD－10、17と重複している。本遺構がSD－10、17を掘り込んでお
り、本遺構が新しい。平面形は不整方形を呈し、規模は長軸84×短軸78×深さ157㎝を測る、壁は一
部張出や内湾する部分を除いてほぼ垂直ないし急角度に立ち上がり、底面はほぼ平坦である。堆積土は
崩落のため、４層のみの確認で黒褐色土を主体とする土層が堆積しており、埋め戻し等による人為堆積
と考えられる。遺物は鉄関連遺物２点（第224図鉄28、29）を図示した。鉄28は炉壁である。湾曲が
認められることから製鉄炉のコーナー部付近のものと考えられる。鉄29は羽口で、断面方形を呈し、
外径に比べて内径が狭くなっている。
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図版番号 遺構番号 位置 新旧関係
規模（㎝）

平面形 断面形 出土遺物 時期 備考
長軸 短軸 深さ

第230図 FSP-61 EQ-160 FSP-61>FSP-63・64 18 16 34 c d
第230図 FSP-62 EQ-159・160 FSP-62<FSP-63 23 10 18 x d

第230図 FSP-63 EQ-160
FSP-62<FSP-63>
FSP-61、64

20 6 20 h d

第230図 FSP-64 EQ-160
FSP-61<FSP-63>
FSP-61、64

30 26 20 h d

第230図 FSP-65 ER-159・160 FSP-65>FSP-69 52 45 10 h d
第228図 FSP-66 EQ･ER-159 FSP-66<FSP-40、67 22 17 14 c a

第228図 FSP-67 ER-159
FSP-39>FSP-67>FSP
-40、FSP-66<FSP-67

25 11 9 c d

第229図 FSP-68 EQ-160
FSP-81<FSP-68<
FSP-44

31 20 7 h d

第229図 FSP-69 ER-159・160 FSP-69<FSP-44、65 29 11 8 x a
第230図 FSP-70 ER-160・161 37 35 37 h h

第230図 FSP-71 ER-161
FSE-01、FSP-59>
FSP-71>FSP-72

30 21 36 c a

第230図 FSP-72 ER-161
FSP-72<FSE-01、
FSP-71

20 17 21 h d

第230図 FSP-73 ES-162 20 18 18 h d
第230図 FSP-74 ES-162 56 52 40 f d
第231図 FSP-75 ES-163 24 21 35 h d
第231図 FSP-76 ES-162 FSP-76>FSP-77 26 14 6 f d
第231図 FSP-77 ES-162 FSP-77<FSP-76 32 27 6 f d
第231図 FSP-78 ES-162 FSP-78>SD-10 31 23 13 e d
第231図 FSP-79 ES-162 17 17 10 h d
第231図 FSP-80 ES-161・162 FSP-80>FSK-01 36 28 27 f d

第229図 FSP-81 EQ・ER-160
FSP-81<FSP-44、
68

(70) (45) 13 f d

第229図 FSP-82 EQ・ER-160 FSP-82<FSP-44 25 20 17 f d
第229図 FSP-83 ER-160 FSP-83<FSP-46 45 37 29 f a
第231図 FSP-84 ER-159 FSP-84>FSP-85 23 19 9 f d
第231図 FSP-85 ER-159・160 FSP-85<FSP-84 27 13 9 f d
第229図 FSP-86 ER-159 FSP-86<FSP-45 21 20 11 h d

第231図 FSP-87 EP・EQ-156
SD-57<FSP-87>
SD-20、FSP-91・92

30 26 38 c d

第231図 FSP-88 EP-156 28 20 12 f d
第231図 FSP-89 EP-156 29 23 14 f d
第231図 FSP-90 EQ-156 20 19 8 h d

第231図 FSP-91 EQ-157
FSP-87、92>FSP-
91>SD-20

22 20 9 f d

第231図 FSP-92 EQ-156
FSP-87、92>FSP-
91、SD-20

13 13 18 h j

第233図 FSP-93 EM-152
FSP-106<FSP-93>
FSP-94

22 20 10 h d

第233図 FSP-94 EM-152 FSP-94>FSP-93 32 30 5 h d
第233図 FSP-95 EN-151 FSP-95<FSP-96 23 15 5 c d
第233図 FSP-96 EN-151 FSP-96>FSP-95 30 29 25 h d 柱痕跡有
第233図 FSP-97 EN-151 35 34 23 h d
第233図 FSP-98 EM-151 55 55 6 h d
第233図 FSP-99 EM-151 21 20 16 h d 柱痕跡有
第233図 FSP-100 EM-151 36 25 14 f d
第233図 FSP-101 EM-151 33 30 20 h d
第233図 FSP-102 EM-150 27 25 22 h d 柱痕跡有
第233図 FSP-103 EM-150 FSP-103<FSP-104 20 11 8 d d

第233図 FSP-104 EM-150
FSP-103<FSP-104
<FSP-105

29 25 11 c d

第233図 FSP-105 EM-150 FSP-105>FSP-104 26 19 14 h d
第233図 FSP-106 EM-152 FSP-106<FSP-93・94 24 23 8 a a
第233図 FSP-107 EK-145 FSP-107<SD-40 30 (16) 13 ｆ d 柱痕跡有
第233図 FSP-108 EN-150 22 20 15 h a 柱痕跡有
第233図 FSP-109 EN-150 18 17 15 c d
第233図 FSP-110 EN-151 42 35 27 e e
第233図 FSP-111 EN-151 26 25 12 f e
第233図 FSP-112 EN-151 21 19 12 h d
第233図 FSP-114 EL-149 23 22 12 c d

第233図 FSP-115 EL-148
FSP-115>FSK-31、
SD-10

56 28 26 b a

第234図 FSP-117 EL-148 FSP-117<SD-10 27 24 10 f d
第234図 FSP-120 EO-153 28 25 13 h d

第234図 FSP-121 EO-153
FSP-121<FSP-137、
SD-10

23 20 27 h d

第234図 FSP-122 EN-153 21 18 6 f d

第234図 FSP-123 EN-153
SD-28<FSP-123>
FSP-124

32 25 9 c d

第234図 FSP-124 EN-153
FSP-123>FSP-124
>SD-28

26 25 8 h d

第234図 FSP-126 EN-153 FSP-126<SD-28 19 10 11 h d
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図版番号 遺構番号 位置 新旧関係
規模（㎝）

平面形 断面形 出土遺物 時期 備考
長軸 短軸 深さ

第234図 FSP-127 EN-153 30 27 10 c d
第234図 FSP-128 EN-152 23 23 19 c d
第234図 FSP-129 EO-153 FSP-129<FSP-130 24 7 9 f d

第234図 FSP-130 EN･EO-153
FSP-129<FSP-130
<FSP-131

26 23 7 f d

第234図 FSP-131 EN･EO-153 FSP-131>FSP-130 44 34 10 e d
第234図 FSP-132 EO-153 FSP-132>FSP-133 30 (23) 15 h d

第234図 FSP-133 EN･EO-153
FSP-132>FSP-133
>FSP-134

37 29 29 h c

第234図 FSP-134 EN･EO-153
FSP-133>FSP-134
>FSP-135

54 49 43 h d

第234図 FSP-135 EN･EO-153 FSP-135<FSP-134 21 12 6 c d
第234図 FSP-136 EO-153 22 22 6 c d

第235図 FSP-137 EO-153
FSP-140<FSP-137
<FSP-121、138

62 35 15 e j

第235図 FSP-138 EO-153 FSP-138>FSP-137 36 22 13 b d
第235図 FSP-139 EO-153 FSP-139<SD-10 39 (23) 10 f e
第235図 FSP-140 EO-153 (16) 14 8 h d

第235図 FSP-142 EM-149
FSP-142>SD-34、
FSP-146、156

20 20 12 h d 柱痕跡有

第235図 FSP-143 EM-149 FSP-143>FSP-155 45 30 26 ｈ e
第235図 FSP-144 EM-149 20 20 22 c d
第235図 FSP-145 EM-149・150 FSP-145>SD-10 36 26 4 f d

第235図 FSP-146 EM-149
FSP-142>FSP-146
>156

22 22 25 h d

第235図 FSP-147 EM-149 20 20 29 c d
第235図 FSP-148 EM-149 20 (7) 28 h d
第235図 FSP-149 EM-149 FSP-149>FSP-150 30 (20) 31 h d
第235図 FSP-150 EM-149 FSP-150<FSP-149 20 (16) 36 h d
第235図 FSP-151 EM-149 15 15 6 h a
第235図 FSP-152 EM-149 20 (10) 24 h d
第231図 FSP-153 ES-161 FSP-153>SD-10 18 15 21 h a
第231図 FSP-154 ES・ET-162 FSP-154>SD-13・14 33 27 21 h d
第235図 FSP-155 EM-149 FSP-155>FSP-143 45 24 9 f d

第235図 FSP-156 EM-149
FSP-156<FSP-142、
146

18 9 9 h d
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第７節　Ｇ区

１．竪穴遺構

　GSI－01（第240図）
　DT・DU－169グリッドで検出した。GSK－19と北西隅で接している。平面形は不整長方形を呈し、
規模は長軸272×短軸222×深さ26㎝を測る。壁はほぼ垂直に立ち上がり、底面はやや凹凸が認められ
る。北西壁は床面から20㎝程度の高さでテラス状になっており、北西壁に沿って竪穴外に壁溝と考え
られる溝やピット３基を確認した。壁溝は深さ７㎝を測る。ピットの平面形はPit1が楕円形、Pit2が不
整円形、Pit3が円形を呈し、規模はPit1＝長軸32×短軸21×深さ13㎝、Pit2＝長軸27×短軸22×深さ
18㎝、Pit3＝長軸21×短軸20×深さ15㎝を測る。堆積土は６層に分層した。黒褐色土を主体とする土
層が堆積しており、埋め戻し等による人為堆積と考えられる。遺物は土師器甕１点、把手付土器１点
（第241図1014・1015）を図示した。1014は甕の口縁部～体部で、体部はやや丸みを帯び、口縁部が
やや外反する。外面ヘラナデ、内面ハケメが施されている。1015は把手付土器の把手で、外面ヘラケ
ズリが施されている。

２．土坑

　GSK―01（第242図）
　DG－169グリッドで検出した。SD－124と重複している。本遺構がSD－124を掘り込んでおり、本
遺構が新しい。平面形は円形を呈し、規模は長軸139×短軸85×深さ32㎝を測る。壁は急角度に立ち
上がり、底面はやや凹凸が認められる。堆積土は４層に分層した。黒褐色土を主体とする土層が堆積し
ており、埋め戻し等による人為堆積と考えられる。

　GSK－02（第242図）
　DH－168・169グリッドで検出した。GSP－02・03と重複している。GSP－02・03が本遺構を掘り
込んでおり、本遺構が古い。平面形は不整円形を呈し、規模は長軸137×短軸130×深さ24㎝を測る。
壁は急角度に立ち上がり、底面は凹凸が認められる。堆積土は１層で、黒褐色土が堆積しており、自然
堆積と考えられる。

　GSK－03（第242図）
　DM－169グリッドで検出した。平面形は不整円形を呈し、規模は長軸140×短軸108×深さ58㎝を
測る。壁は急角度に立ち上がる部分と段を持って立ち上がる部分が認められる。堆積土は６層に分層し
た。黒褐色土を主体とする土層が堆積しており、４～６層は埋め戻し等による人為堆積、１～３層は自
然堆積と考えられる。遺物は土師器坏１点（第247図1016）を図示した。1016は非ロクロ坏の口縁部～
底部である。口縁部はやや内湾気味で、底部は木葉痕（笹葉）＋砂底である。内面油痕が認められる。

　GSK－04（第242図）
　DY－167グリッドで検出した。平面形は円形を呈し、規模は長軸92×短軸90×深さ29㎝を測る。壁
はほぼ垂直に立ち上がり、底面はほぼ平坦である。堆積土は５層に分層した。黒褐色土を主体とする土
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層が堆積しており、自然堆積と考えられる。

　GSK－05（第242図）
　DX－168グリッドで検出した。GSP―01と重複している。GSP―01が本遺構を掘り込んでおり、本
遺構が古い。平面形は円形を呈し、規模は長軸79×短軸76×深さ11㎝を測る。壁は緩やかに立ち上が
り、底面はほぼ平坦である。堆積土は２層に分層した。灰混じりの黒褐色土を主体とする土層が堆積し
ており、自然堆積と考えられる。

　GSK－06（第242図）
　DG・DH－169グリッドで検出した。SD－124と重複している。本遺構がSD－124を掘り込んでお
り、本遺構が新しい。平面形は円形を呈し、規模は長軸139×短軸134×深さ55㎝を測る。壁はほぼ垂
直に立ち上がり、底面はほぼ平坦である。堆積土は５層に分層した。黒褐色土を主体とする土層が堆積
しており、１～３層は埋め戻し等による人為堆積、それ以外は自然堆積と考えられる。

　GSK－07（第243図）
　DF－170グリッドで検出した。SD－124と重複している。本遺構がSD－124を掘り込んでおり、本
遺構が新しい。全体形は不明だが、平面形は隅丸長方形を呈していると考えられ、規模は長軸135×短
軸80×深さ22㎝を測る。壁は緩やかに立ち上がり、底面は丸みを帯びる。堆積土は２層で黒褐色土を
主体とする土層が堆積しており、埋め戻し等による人為堆積と考えられる。

　GSK－08（第243図）
　DS・DT－167グリッドで検出した。平面形は円形を呈し、規模は長軸83×短軸80×深さ22㎝を測
る。壁は丸みを帯びるように立ち上がり、底面はピットの部分を除いてほぼ平坦である。底面中央付近
からピット１基を検出した。平面形は不整円形を呈し、規模は長軸36×短軸32×深さ29㎝を測る。堆
積土は６層に分層した。黒褐色土を主体とする土層が堆積しており、自然堆積と考えられる。遺物は須
恵器甕１点（第247図1017）を図示した。1017は須恵器甕の体部である。やや薄めの器壁である。

　GSK－09（第243図）
　DT・DU－167・168グリッドで検出した。平面形は不整方形を呈し、規模は長軸84×短軸57×深さ
14㎝を測る。壁は急角度に立ち上がり、底面はやや凹凸が認められる。堆積土は２層に分層した。黒
褐色土が堆積しており、埋め戻し等による人為堆積と考えられる。

　GSK－10（第243図）
　DX－167・168グリッドで検出した。GSP－05と重複している。GSP－05が本遺構を掘り込んでお
り、本遺構が古い。平面形は円形を呈し、規模は長軸102×短軸90×深さ11㎝を測る。壁は緩やかに
立ち上がり、底面はほぼ平坦である。堆積土は２層に分層した。黒褐色土を主体とする土層が堆積して
おり、自然堆積と考えられる。
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　GSK－11（第243図）
　DX－167グリッドで検出した。平面形は不整円形を呈し、規模は長軸86×短軸50×深さ19㎝を測
る。壁は段をもって立ち上がり、底面は丸みを帯びる。堆積土は２層に分層した。黒褐色土を主体とす
る土層が堆積しており、埋め戻し等による人為堆積と考えられる。

　GSK－12（第243図）
　DT・DU－168グリッドで検出した。SD－111と重複している。SD－111が本遺構を掘り込んでお
り、本遺構が古い。平面形は長方形を呈しており、規模は長軸155×短軸102×深さ15㎝を測る。壁は
ほぼ垂直に立ち上がり、底面はやや凹凸が認められる。堆積土は３層に分層した。黒褐色土を主体とす
る土層が堆積しており、埋め戻し等による人為堆積と考えられる。

　GSK－13（第243図）
　DT・DU－167グリッドで検出した。GSP－153と重複している。本遺構がGSP－153を掘り込んで
おり、本遺構が新しい。全体形は不明だが、平面形は不整形を呈し、規模は長軸179×短軸112×深さ
42㎝を測る。壁は緩やかに立ち上がる部分とほぼ垂直に立ち上がる部分が認められ、底面は凹凸が認
められる。底面からピット２基を検出した。平面形はPit1円形、Pit2不整方形を呈し、規模はPit1＝長
軸16×短軸15×深さ７㎝、Pit2＝長軸29×短軸26×深さ19㎝を測る。堆積土は３層に分層した。黒褐
色土が堆積しており、埋め戻し等による人為堆積と考えられる。

　GSK－14（第244図）
　DI－169グリッドで検出した。SD－119と重複している。本遺構がSD－119を掘り込んでおり、本
遺構が新しい。平面形は不整円形を呈し、規模は長軸88×短軸83×深さ15㎝を測る。壁は緩やかに立ち
上がり、底面はほぼ平坦である。堆積土は１層で、黒褐色土が堆積しており、自然堆積を考えられる。

　GSK－15（第244図）
　DK－170グリッドで検出した。平面形は楕円形を呈し、規模は長軸105×短軸89×深さ84㎝を測
る。壁はほぼ垂直に立ち上がり、底面はほぼ平坦である。底面ピット１基を検出した。平面形は円形を
呈し、長軸18×短軸17×深さ３㎝を測る。堆積土は３層に分層した。黒褐色土を主体とする土層が堆
積しており、埋め戻し等による人為堆積と考えられる。

　GSK－16（第244図）
　DW－168・169グリッドで検出した。全体形は不明だが、平面形は楕円形を呈していると考えら
れ、規模は長軸86×短軸74×深さ42㎝を測る。壁はほぼ垂直に立ち上がり、底面はほぼ平坦である。
堆積土は４層に分層した。黒褐色土を主体とする土層が堆積しており、埋め戻し等による人為堆積と考
えられる。

　GSK－17（第244図）
　DZ－167グリッドで検出した。SD－90と重複している。SD－90が本遺構を掘り込んでおり、本遺



− 366 −

川原館遺跡・中道遺跡・東早稲田遺跡　発掘調査報告書

構が古い。全体形は不明だが、平面形は不整方形を呈していると考えられ、規模は長軸132×短軸121
×深さ13㎝を測る。壁は緩やかに立ち上がり、底面はやや凹凸が認められる。堆積土は２層に分層し
た。黒色土が堆積しており、埋め戻し等による人為堆積と考えられる。

　GSK－18（第244図）
　DY―166グリッドで検出した。SD－99と重複している。SD－99が本遺構を掘り込んでおり、本遺
構が古い。平面形は楕円形を呈し、規模は長軸104×短軸73×深さ37㎝を測る。壁はほぼ垂直に立ち
上がり、底面はほぼ平坦である。堆積土は２層に分層した。黒色土・暗褐色土が堆積しており、埋め戻
し等による人為堆積と考えられる。

　GSK－19（第244図）
　DT・DU－168・169グリッドで検出した。GSI―01と接しているが、新旧関係は不明である。平面
形は不整円形を呈し、規模は長軸95×短軸69×深さ12㎝を測る。壁は緩やかに立ち上がり、底面は凹
凸が認められる。堆積土は３層に分層した。黒褐色土を主体とする土層が堆積しており、埋め戻し等に
よる人為堆積と考えられる。

　GSK－20（第244図）
　DU－168グリッドで検出した。平面形は不整円形を呈し、規模は長軸82×短軸75×深さ10㎝を測
る。壁は緩やかに立ち上がり、底面はほぼ平坦である。堆積土は２層に分層した。黒褐色土を主体とす
る土層が堆積しており、埋め戻し等による人為堆積と考えられる。
　
　GSK－21（第244図）
　DW－168・169、DX－168グリッドで検出した。SD－105・106と重複している。本遺構がSD－
105・106を掘り込んでおり、本遺構が新しい。全体形は不明だが、平面形は楕円形を呈していると考
えられ、規模は長軸279×短軸187×深さ34㎝を測る。壁は急角度に立ち上がり、底面はほぼ平坦であ
る。堆積土は５層に分層した。黒色土、黒褐色土を主体とする土層が堆積しており、自然堆積と考えら
れる。遺物は土師器坏２点、須恵器甕１点を図示した（第247図1018～1020）。坏は２点ともにロク
ロ調整である。1020は須恵器甕の体部でやや薄手の器壁である。

　GSK－22（第245図）
　DU－167グリッドで検出した。SD－112・113と重複している。SD－112・113が本遺構を掘り込ん
でおり、本遺構が古い。平面形は長方形を呈し、規模は長軸148×短軸107×深さ11㎝を測る。壁は急
角度に立ち上がり、底面はほぼ平坦である。堆積土は２層に分層した。黒褐色土を主体とする土層が堆
積しており、埋め戻し等による人為堆積と考えられる。
　
　GSK－24（第245図）
　DX・DY－166・167グリッドで検出した。平面形は不整形を呈しており、規模は長軸117×短軸75
×深さ31㎝を測る。壁は緩やかに立ち上がる部分とほぼ垂直に立ち上がる部分が認められ、底面は中
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央部がやや凹む形状を呈する。堆積土は４層に分層した。黒褐色土を主体とする土層が堆積しており、
３・４層が埋め戻し等による人為堆積、１・２層は自然堆積と考えられる。

　GSK－25（第245図）
　DZ－167グリッドで検出した。平面形は不整形を呈しており、規模は長軸72×短軸63×深さ19㎝を
測る。壁はほぼ垂直に立ち上がり、底面はほぼ平坦である。堆積土は２層に分層した。黒褐色土を主体
とする土層が堆積しており、埋め戻し等による人為堆積と考えられる。

　GSK－26（第245図）
　DZ－167グリッドで検出した。平面形は不整形を呈しており、規模は長軸48×短軸41×深さ38㎝を
測る。壁は急角度に立ち上がり、底面はほぼ平坦である。堆積土は３層に分層した。黒褐色土を主体と
する土層が堆積しており、埋め戻し等による人為堆積と考えられる。

　GSK－27（第245図）
　DS・DT－169グリッドで検出した。平面形は楕円形を呈しており、規模は長軸165×短軸64×深さ
15㎝を測る。壁は急角度に立ち上がる部分と緩やかに立ち上がる部分が認められ、底面は東側に傾斜
する。エレベーションのみの確認のため、堆積状況は不明である。

　GSK－28（第245図）
　DY－168グリッドで検出した。平面形は不整方形を呈しており、規模は長軸52×短軸48×深さ47㎝
を測る。壁は段をもって立ち上がり、底面は平坦である。堆積土は２層で、黒褐色土が堆積しており、
埋め戻し等による人為堆積と考えられる。

　GSK－29（第245図）
　DT－168グリッドで検出した。GSK－30と重複している。本遺構がGSK－30を掘り込んでおり、本
遺構が新しい。全体形は不明だが、平面形は隅丸方形を呈しており、規模は長軸86×短軸85×深さ19
㎝を測る。壁はほぼ垂直に立ち上がり、底面はほぼ平坦である。堆積土は２層に分層した。黒褐色土を
主体とする土層が堆積しており、埋め戻し等による人為堆積と考えられる。

　GSK－30（第245図）
　DS・DT－168・169グリッドで検出した。GSK－29、SD－111、GSP－253と重複している。GSK
－29、SD－111、GSP－253が本遺構を掘り込んでおり、本遺構が古い。平面形は不整方形を呈してお
り、規模は長軸185×短軸137×深さ25㎝を測る。壁はほぼ垂直に立ち上がり、底面はほぼ平坦であ
る。底面の南壁際からピット１基を検出した。平面形は楕円形を呈し、規模は長軸34×短軸27×深さ
４㎝を測る。堆積土は２層に分層した。黒褐色土が堆積しており、自然堆積と考えられる。遺物はミニ
チュア土器１点、須恵器甕１点（第247図1021・1022）を図示した。1021はミニチュア土器の口縁部
～体部で、体部がやや丸みを帯び、口縁部が外反する形状を呈する。ロクロ調整が施されている。
1022は須恵器甕の体部である。
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　GSK－35（第245図）
　DU－168グリッドで検出した。平面形は不整楕円形を呈し、規模は長軸64×短軸45×深さ９㎝を測
る。壁はほぼ垂直に立ち上がり、底面はほぼ平坦である。堆積土は２層に分層した。黒褐色土を主体と
する土層が堆積しており、埋め戻し等による人為堆積と考えられる。

　GSK－36（第246図）
　DI－169グリッドで検出した。SD－119、123と重複している。本遺構がSD－119、123を掘り込ん
でおり、本遺構が新しい。平面形は円形を呈し、規模は長軸90×短軸84×深さ66㎝を測る。壁は段を
もって急角度に立ち上がり、底面はやや東側に傾斜する。堆積土は４層に分層した。黒褐色土を主体と
する土層が堆積しており、自然堆積と考えられる。

　GSK－37（第246図）
　DN・DO－169グリッドで検出した。平面形は円形を呈し、規模は長軸62×短軸60×深さ43㎝を測
る。壁は急角度に立ち上がり、底面はほぼ平坦である。堆積土は４層に分層した。黒褐色土を主体とす
る土層が堆積しており、自然堆積と考えられる。遺物は土師器坏１点（第247図1023）を図示した。
1023は非ロクロ坏の口縁部～体部で、やや厚めの器壁で口縁部が端反る形状を呈する。内外面ナデに
より調整されている。

　GSK－38（第246図）
　DL－169グリッドで検出した。平面形は円形を呈し、規模は長軸100×短軸100×深さ40㎝を測る。
壁は急角度に立ち上がり、底面はやや丸みを帯びる。堆積土は４層に分層した。黒褐色土を主体とする
土層が堆積しており、埋め戻し等による人為堆積と考えられる。遺物は土師器坏１点（第247図
1024）を図示した。1024は非ロクロの坏で、外面に巻上痕が残るやや厚めの器壁である。粘土の継ぎ
目の段によって底部を高台状にしている。底部は静止糸切後、ナデが施されている。

　GSK－39（第246図）
　DN―170グリッドで検出した。GSP－337と重複している。GSP－337が本遺構を掘り込んでおり、
本遺構が古い。平面形は不整形を呈し、規模は長軸107×短軸83×深さ16㎝を測る。壁はほぼ垂直に
立ち上がる部分と急角度に立ち上がる部分が認められ、底面はほぼ平坦である。堆積土は２層に分層し
た。暗褐色土が堆積しており、埋め戻し等による人為堆積と考えられる。遺物は土師器坏１点（第247
図1025）を図示した。1025は口縁部～底部で、内外面ロクロ調整が施された後、内面ヘラミガキに
よって黒色処理されている。

　GSK－40（第246図）
　DI・DJ－169グリッドで検出した。SD－119・120・121と重複している。本遺構がSD－119・
120・121を掘り込んでおり、本遺構が新しい。平面形は不整円形を呈し、規模は長軸126×短軸122
×深さ126㎝を測る。壁は段を持って急角度に立ち上がり、底面はほぼ平坦である。堆積土は５層に分
層した。黒褐色土を主体とする土層が堆積しており、埋め戻し等による人為堆積と考えられる。



− 369 −

第Ⅲ章　川原館遺跡

　GSK－41（第246図）
　DM－170グリッドで検出した。平面形は不整円形を呈し、規模は長軸62×短軸50×深さ15㎝を測る。
壁はほぼ垂直に立ち上がり、底面はほぼ平坦である。堆積土は２層に分層した。黒褐色土を主体とする
土層が堆積しており、埋め戻し等による人為堆積と考えられる。遺物は土師器坏１点（第247図1026）
を図示した。1026は口縁部～体部で、内外面ロクロ調整が施されており、口縁部が端反る形状を呈する。

　GSK－42（第246図）
　DQ－169・170グリッドで検出した。SD－117と重複している。本遺構がSD－117を掘り込んでお
り、本遺構が新しい。全体形は不明だが、平面形は不整形を呈し、規模は長軸62×短軸57×深さ16㎝
を測る。壁は急角度に立ち上がり、底面はほぼ平坦である。堆積土は３層に分層した。黒褐色土を主体
とする土層が堆積しており、１層は埋め戻し等による人為堆積、２・３層は自然堆積と考えられる。遺
物は土師器皿１点、甕２点、小甕１点（第247図1027～1030）を図示した。1027は皿の底部で、ロク
ロ調整が施されており、内面刻書が施されている。1028は甕の口縁部～体部で、体部はやや丸みを帯
び、口縁部に向かってすぼまり、口縁部は直線的である。1029は小甕の口縁部～体部で、体部はほぼ
直線的で口縁がやや反る形状を呈する。1030は甕と考えられ、体部～口縁部まで直線的である。

　GSK－43（第246図）
　DJ・DK－169グリッドで検出した。SD－120と重複しており、SD－120に付属する土坑の可能性も
あるが、詳細は不明である。平面形は不整形を呈し、規模は長軸210×短軸130×深さ33㎝を測る。壁
は緩やかに立ち上がる部分と急角度に立ち上がる部分が認められ、底面は凹凸が認められる。堆積土は
２層に分層した。灰色、灰白色土が堆積しており、自然堆積と考えられる。

３．溝跡

　SD－97（第248図）
　DY－166・167、DZ－165〜167グリッドで検出した。SD－90、GSP－47・48、54、138と重複し
ている。SD－90、GSP－47・48、54、138が本遺構を掘り込んでおり、本遺構が古い。一部屈曲する
ものの、概ね直線状を呈し、規模は延長597㎝、幅52㎝、深さ18㎝を測る。壁は緩やかに立ち上がる
部分と急角度に立ち上がる部分が認められ、底面は凹凸が認められる。北西壁寄り底面からピット１基
を検出した。平面形は不整方形を呈し、規模は長軸31×短軸28×深さ13㎝を測る。堆積土は３層に分
層した。黒色土を主体とする土層が堆積しており、自然堆積と考えられる。

　SD－106（第248図）
　DV・DW－168グリッドで検出した。GSK－21と重複している。GSK－21が本遺構を掘り込んでお
り、本遺構が古い。SD－105と一部接しているが、新旧関係は不明である。直線状を呈し、規模は延
長358㎝、幅99㎝、深さ16㎝を測る。壁はほぼ垂直に立ち上がり、底面は凹凸が認められる。堆積土
は３層に分層した。黒褐色土が堆積しており、埋め戻し等による人為堆積と考えられる。遺物は土師器
坏２点、須恵器広口壺１点、甕１点（第251図1031～1034）を図示した。坏は２点のうち、非ロクロ
１点（1031）、ロクロ調整１点（1032）である。1033は広口壺の口縁部で、内外面ロクロ調整が施さ
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れている。1034は須恵器甕の体部である。

　SD－107（第248図）
　DV－168・169グリッドで検出した。直線状を呈し、規模は延長198㎝、幅59㎝、深さ16㎝を測
る。壁は急角度に立ち上がり、底面はほぼ平坦である。堆積土は２層に分層した。黒褐色土が堆積して
おり、自然堆積と考えられる。遺物は土師器甕１点（第251図1035）を図示した。1035は甕の口縁部
～体部で、体部はほぼ直線的で、口縁部がやや外反する形状を呈する。

　SD－108（第248図）
　DV－169グリッドで検出した。西端がやや屈曲する以外は直線状を呈していると考えられ、規模は
延長120㎝、幅41㎝、深さ７㎝を測る。壁は急角度に立ち上がる部分と丸みを帯びるように立ち上が
り、底面は凹凸が認められる。堆積土は１層で、黒色土が堆積しており、埋め戻し等による人為堆積と
考えられる。
　
　SD－109（第248図）
　DV－167〜169グリッドで検出した。SD－100と重複している。SD－100が本遺構を掘り込んでお
り、本遺構が古い。南西端が屈曲しており、規模は延長438㎝、幅106㎝、深さ33㎝を測る。壁は急角
度に立ち上がり、底面はやや丸みを帯びる。堆積土は２層に分層した。黒褐色土を主体とする土層が堆
積しており、埋め戻し等による人為堆積と考えられる。遺物は擦文土器１点（第251図1036）を図示
した。1036は甕の体部上半で、隆帯に刺突文が施されている。

　SD－110（第248図）
　DS―169グリッドで検出した。SD－117と重複している。本遺構がSD－117を掘り込んでおり、本
遺構が新しい。一部屈曲するが、直線状に延びており、規模は延長118㎝、幅39㎝、深さ22㎝を測
る。壁は段をもって立ち上がり、底面は凹凸が認められる。堆積土は３層に分層した。黒褐色土が堆積
しており、埋め戻し等による人為堆積と考えられる。遺物は土師器坏１点、須恵器甕１点（第251図
1037・1038）を図示した。1037は坏の体部～底部で、内外面ロクロ調整が施されている。1038は須
恵器甕の体部である。

　SD－111（第249図）
　DS－169、DT－168・169、DU－167・168、DV－166・167グリッドで検出した。GSK－12、
30、SD－100、105、GSP－142、151と重複している。本遺構がGSK－12、30、SD－105、GSP－
142、151を掘り込んでおり、本遺構が新しい。SD－100が本遺構を掘り込んでおり、本遺構が古い。
北東端と南西端でやや屈曲するが、概ね直線状を呈し、規模は延長17.56ｍ、幅48㎝、深さ14㎝を測
る。壁は急角度に立ち上がり、底面はほぼ平坦である。堆積土は１層で、黒褐色土が堆積しており、埋
め戻し等による人為堆積と考えられる。

　SD－112（第249図）
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　DU－167グリッドで検出した。GSK－22と重複している。本遺構がGSK－22を掘り込んでおり、本
遺構が新しい。ほぼ直線状を呈し、規模は延長241㎝、幅22㎝、深さ７㎝を測る。壁は急角度に立ち上
がり、底面はほぼ平坦である。堆積土は１層で、黒褐色土が堆積しており、自然堆積と考えられる。

　SD－113（第249図）
　DU－167グリッドで検出した。GSK－22、SD－105と重複している。本遺構がGSK－22を掘り込ん
でおり、本遺構が新しい。SD－105が本遺構を掘り込んでおり、本遺構が古い。ほぼ直線状を呈し、
規模は延長344㎝、幅51㎝、深さ８㎝を測る。壁は急角度に立ち上がり、底面はほぼ平坦である。堆積
土は１層で、黒色土が堆積しており、自然堆積と考えられる。

　SD－114（第249図）
　DS－168グリッドで検出した。ほぼ直線状を呈し、規模は延長318㎝、幅43㎝、深さ２㎝を測る。
壁は急角度に立ち上がり、底面はやや丸みを帯びる。堆積土は１層で、黒褐色土が堆積しており、埋め
戻し等による人為堆積と考えられる。

　SD－118（第249図）
　DN・DO－169・170グリッドで検出した。やや蛇行しており、規模は延長251㎝、幅87㎝、深さ15
㎝を測る。壁は急角度に立ち上がり、底面はほぼ平坦である。堆積土は４層に分層した。黒褐色土を主
体とする土層が堆積しており、埋め戻し等による人為堆積と考えられる。

　SD－119（第250図）
　DH－168・169、DI－168・169、DJ－169・170、DK－170グリッドで検出した。GSK－14、
36、40、SD－120・121・122・123と重複している。GSK－14、36、40、SD－120・121・122・
123が本遺構を掘り込んでおり、本遺構が古い。Ｇ区を南東～北西へ斜めに横断する大溝で、弧状を呈
し、規模は延長14.95m、上端幅277㎝、下端幅129㎝、深さ106㎝を測る。壁は急角度に立ち上がり、
底面は平坦な箱薬研堀状を呈する。堆積土は12層に分層した。黒褐色土、褐灰色土を主体とする土層
が堆積しており、１～８層は埋め戻し等による人為堆積、９～12層は壁の崩落に伴う自然埋没と考え
られる。遺物は土師器坏１点（第251図1039）を図示した。1039は非ロクロ坏の口縁～底部で、外面
ヘラケズリ、内面ナデによって調整されており、底部は砂底である。

　SD－121（第250図）
　DI・DJ－168・169グリッドで検出した。GSK－40、SD－119と重複している。本遺構がSD－119
を掘り込んでおり、本遺構が新しい。GSK－40が本遺構を掘り込んでおり、本遺構が古い。ほぼ直線
状を呈し、規模は延長408㎝、幅111㎝、深さ13㎝を測る。壁は緩やかに立ち上がり、底面はほぼ平坦
である。堆積土は１層で暗褐色土が堆積しており、自然堆積と考えられる。

SD－122（第250図）
DI―168・169グリッドで検出した。SD－119と重複している。本遺構がSD－119を掘り込んでおり、



− 378 −

川原館遺跡・中道遺跡・東早稲田遺跡　発掘調査報告書

本遺構が新しい。ほぼ直線状を呈し、規模は延長207㎝、幅51㎝、深さ19㎝を測る。壁は急角度に立
ち上がる部分とほぼ垂直に立ち上がる部分が認められ、底面はほぼ平坦である。堆積土は２層に分層し
た。黒褐色土が堆積しており、自然堆積と考えられる。

　SD－123（第250図）
　DI－168・169グリッドで検出した。GSK－36、SD－119と重複している。本遺構がSD－119を掘
り込んでおり、本遺構が新しい。GSK－36が本遺構の堆積土を掘り込んでおり、本遺構が古い。弧状
を呈し、規模は延長337㎝、幅73㎝、深さ16㎝を測る。壁は急角度に立ち上がり、底面はほぼ平坦で
ある。堆積土は３層に分層した。黒褐色土が堆積しており、埋め戻し等による人為堆積と考えられる。

　SD－124（第250図）
　DF－169・170、DG－168〜170、DH－168・169グリッドで検出した。GSK－01、06・07、SD－
125と重複している。本遺構がSD－125を掘り込んでおり、本遺構が新しい。GSK－01、06・07が本
遺構を掘り込んでおり、本遺構が古い。直線状を呈する大溝で、延長11.92m、上端幅214㎝、下端幅
81㎝、深さ121㎝を測る。壁は急角度に立ち上がり、底面がほぼ平坦な箱薬研堀状を呈する。堆積土は
９層に分層した。黒褐色土及び灰褐色土を主体とする土層が堆積しており、１～５層は埋め戻し等によ
る人為堆積、６～９層は自然埋没と考えられる。遺物は土師器坏１点、小甕１点、壺１点、須恵器壺１
点（第251図1040～1043）を図示した。1040は非ロクロ坏の体部～底部で、内外面巻上痕が認めら
れ、底部は柾目痕である。1041は小甕の口縁部～体部で、体部～口縁部までほぼ直線的で、口縁部は
一部片口状になっている。1042は壺の頸部で、頸部はほぼ直線的で、口縁部に向かって外反する形状
を呈する。1043は須恵器壺の体部～底部で、内外面ロクロ調整で、底部は回転糸切である。

　SD－125（第250図）
　DF－169グリッドで検出した。SD－124と重複しており、SD－124が本遺構を掘り込んでおり、本
遺構が古い。北側でやや屈曲するが、ほぼ直線状を呈し、規模は延長262㎝、幅76㎝、深さ６㎝を測
る。壁は急角度に立ち上がり、底面はやや丸みを帯びる。堆積土は１層で、明黄褐色土が堆積してお
り、埋め戻し等による人為堆積と考えられる。

４．井戸跡

　GSE－01（第252図）
　DY－167グリッドで検出した。平面形は円形を呈し、規模は長軸102×短軸100×深さ105㎝を測
る。壁は一部角度を変えながらほぼ垂直に立ち上がり、底面はほぼ平坦である。堆積土は６層に分層し
た。黒褐色土を主体とする土層が堆積しており、埋め戻し等による人為堆積と考えられる。

５．ピット

　Ｇ区からは345基のピットを検出した。SD－119以南にピットが比較的分布するが、SD－119以北で
は分布が希薄となる。詳細は第32表、第253～280図のとおりである。
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図版番号 遺構番号 位置 新旧関係
規模（㎝）

平面形 断面形 出土遺物 時期 備考
長軸 短軸 深さ

第278図 GSP-49 DY-166 17 16 7 h a
第278図 GSP-50 DY-166 19 16 9 h d
第278図 GSP-51 DY-166 30 24 14 f d
第279図 GSP-52 DY-166 19 13 22 f d
第279図 GSP-53 DY-166 34 33 23 h d 柱抜取穴
第279図 GSP-54 DY-166 GSP-54>SD-97 33 23 14 f d
第279図 GSP-55 DX-166 24 20 6 h d
第279図 GSP-56 DY-167 GSP-56<GSP-57 24 10 18 x －
第279図 GSP-57 DY-167 GSP-57>GSP-56 40 34 23 f d 柱抜取穴
第279図 GSP-58 DY-167 16 16 7 h d
第279図 GSP-59 DY-167 19 14 13 c d
第279図 GSP-60 DZ-167 19 15 13 c d
第279図 GSP-61 DY-167･168 21 17 6 h d
第279図 GSP-62 DY-168 25 19 10 f g
第279図 GSP-63 DY-168 GSP-63<GSP-64 20 19 23 c d
第279図 GSP-64 DY・DZ-168 GSP-64>GSP-63 21 20 4 c d
第279図 GSP-65 DZ-168 23 23 25 c d
第279図 GSP-66 DZ-168 22 21 14 c d
第279図 GSP-67 DZ-168 17 16 11 h d
第279図 GSP-68 DZ-168 22 19 20 x d
第280図 GSP-69 DY-168 22 21 27 c d
第280図 GSP-73 DY-168 24 22 13 e d 柱抜取穴
第277図 GSP-74 DY-168 33 28 17 h d
第280図 GSP-79 DX・DY-167 38 31 11 d d
第280図 GSP-83 DX・DY-167 39 26 10 f d
第280図 GSP-84 DX-167 GSP-84<GSP-393 50 45 29 h e
第280図 GSP-85 DX-167 GSP-85>GSP-393 42 40 21 h d
第280図 GSP-86 DY-167 18 14 11 f a
第273図 GSP-88 DX-166 22 18 12 c d
第273図 GSP-90 DX-167 GSP-90>GSP-91 40 28 24 f d

第273図 GSP-91 DX-167
GSP-90>GSP-91<
GSP-135

64 23 10 f －

第273図 GSP-93 DW・DX-166 23 21 25 h d
第273図 GSP-94 DW-166 25 18 19 f d
第273図 GSP-96 DW-166 22 21 25 a d
第273図 GSP-98 DW-166 34 27 12 f c
第273図 GSP-102 DW-166 GSP-102<GSP-103 19 10 13 h d
第273図 GSP-103 DW-166 GSP-103>GSP-102 28 24 13 f d
第273図 GSP-104 DW-166 20 20 15 c d
第273図 GSP-105 DW-166 19 17 13 h g
第273図 GSP-106 DW-166 22 21 9 h g
第273図 GSP-107 DW-167 25 19 18 h d
第274図 GSP-109 DV・DW-167 22 20 22 h d
第274図 GSP-110 DV・DW-167 30 21 20 f d
第274図 GSP-111 DV・DW-167 24 15 4 f d
第274図 GSP-112 DW-167 44 40 31 h d
第274図 GSP-113 DV-167 23 20 29 h d
第274図 GSP-114 DW-166･167 30 20 30 h d
第274図 GSP-115 DW-167 22 23 10 f d
第274図 GSP-116 DW-167 GSP-116<GSP-117 36 30 7 f d
第274図 GSP-117 DW-167 GSP-117>GSP-116 36 30 7 f d
第274図 GSP-118 DW-167 23 23 19 f d
第280図 GSP-120 DZ-165 GSP-120<SD-91 18 18 15 h d

第274図 GSP-121 DX-168
SD-105>GSP-121<
GSP-388

46 32 26 f d

第274図 GSP-122 DW-167･168 GSP-122<SD-105 46 30 33 h d
第280図 GSP-128 DX-167 33 27 14 h h
第274図 GSP-129 DX-167 17 15 9 h d
第274図 GSP-130 DX-167 35 30 5 h d
第275図 GSP-131 DX-167 29 27 11 h d
第275図 GSP-132 DX-167 20 19 22 c d
第275図 GSP-133 DX-167 20 15 11 f d
第273図 GSP-135 DX-167 GSP-135>GSP-91 26 21 18 h d
第275図 GSP-136 DX-167 GSP-136<GSP-137 18 16 6 a d
第275図 GSP-137 DX-167 GSP-137>GSP-136 21 20 12 h d
第280図 GSP-138 DZ-165 GSP-138>SD-97 20 20 7 h d
第270図 GSP-140 DU-167 34 26 28 f d 柱痕跡有
第270図 GSP-142 DV-167 GSP-142<SD-111 26 20 14 h d
第270図 GSP-143 DU-167 28 26 28 c d
第270図 GSP-144 DU・DV-167 37 27 15 f d

第270図 GSP-145 DU-167
GSP-145>GSP-148･
149

19 15 18 c d

第270図 GSP-146 DU-167 30 20 8 f d
第270図 GSP-147 DU-167 16 13 8 h d

第270図 GSP-148 DU-167
GSP-148<GSP-145、
149

42 32 16 f h
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図版番号 遺構番号 位置 新旧関係
規模（㎝）

平面形 断面形 出土遺物 時期 備考
長軸 短軸 深さ

第270図 GSP-149 DU-167
GSP-148<GSP-149
<GSP-145

18 17 8 h d

第270図 GSP-150 DU-167 16 13 8 h d
第270図 GSP-151 DU-167 GSP-151<SD-111 43 25 22 f i
第270図 GSP-152 DU-167 20 18 21 c a
第270図 GSP-153 DU-167 GSP-153<GSK-13 30 26 33 h d 柱痕跡有
第271図 GSP-154 DT-167 22 22 34 h d
第271図 GSP-156 DT-167 47 30 14 f d
第271図 GSP-157 DT-167 25 30 5 c a
第266図 GSP-158 DT-167 39 31 14 f d
第266図 GSP-159 DS-167 34 24 23 f d 柱痕跡有
第266図 GSP-160 DS-167 23 21 24 h d 柱痕跡有
第266図 GSP-161 DS・DT-168 35 31 36 a d
第266図 GSP-164 DT-168 GSP-164>GSP-165 21 17 10 f d
第266図 GSP-165 DT-168 GSP-165<GSP-164 21 18 4 h d
第266図 GSP-166 DT-168 GSP-166>GSP-167 27 25 30 h d
第266図 GSP-167 DT-168 GSP-167<GSP-166 25 21 4 f e
第266図 GSP-168 DT-168 32 25 29 c d 柱痕跡有
第266図 GSP-169 DT-168 26 23 16 c d
第271図 GSP-170 DT-168 35 33 28 h c
第271図 GSP-171 DT-168 24 23 13 h d
第271図 GSP-172 DT-168 26 21 12 f a
第271図 GSP-173 DT-168 18 11 5 f a
第271図 GSP-174 DT-168 15 15 14 a d
第271図 GSP-175 DU-169 23 21 22 c d
第266図 GSP-176 DS・DT-168 28 27 10 h d
第266図 GSP-177 DS-168 GSP-177<GSP-178 23 15 27 c d
第266図 GSP-178 DS-168 GSP-178>GSP-177 18 15 4 f c
第266図 GSP-179 DS-168 16 12 5 f d
第266図 GSP-180 DS-168 32 20 10 f d
第266図 GSP-181 DS-168 27 25 18 c d
第266図 GSP-182 DS-168 22 18 14 f d
第266図 GSP-183 DS-168 23 20 14 h d
第266図 GSP-184 DS-168 27 27 18 h d
第267図 GSP-185 DR-167 17 13 10 h d
第267図 GSP-186 DR-167 34 30 23 c d 柱痕跡有
第267図 GSP-187 DR-167 43 18 14 f d
第267図 GSP-188 DR-167・168 28 25 27 f d
第267図 GSP-189 DR-167 28 25 19 h d
第267図 GSP-190 DR-167 15 10 12 h d
第262図 GSP-191 DR-167 23 16 13 e d
第262図 GSP-192 DR-167 18 14 6 f d
第262図 GSP-193 DR-167 18 13 7 f d
第262図 GSP-194 DQ-167 21 21 11 h d
第262図 GSP-195 DQ-167 26 18 6 c a
第263図 GSP-196 DR-168 23 22 12 c d
第263図 GSP-197 DR-168 25 21 6 f d
第267図 GSP-198 DR-168 27 24 21 c d
第267図 GSP-199 DR-168 35 33 26 h d
第263図 GSP-200 DQ-168 27 23 15 h d
第263図 GSP-201 DQ-168 GSP-201<GSP-202 21 10 7 x d
第263図 GSP-202 DQ-168 GSP-202>GSP-201 38 33 12 f d
第263図 GSP-203 DQ・DR-168 30 28 23 h d
第263図 GSP-204 DQ-168 23 23 22 c d
第263図 GSP-205 DQ-168 GSP-205<GSP-206 25 21 11 h d
第263図 GSP-206 DQ-168 GSP-206>GSP-205 29 25 14 h d

第263図 GSP-207 DQ-168
GSP-207<GSP-396･
397

43 39 16 x d

第263図 GSP-209 DQ-168 56 35 28 b d
第263図 GSP-210 DQ-167・168 40 30 32 f d
第263図 GSP-211 DQ-168 21 16 8 f a
第263図 GSP-212 DQ-168 GSP-212<GSP-213 18 13 7 h d
第263図 GSP-213 DQ-168 GSP-213>GSP-212 20 18 20 c d
第263図 GSP-214 DP-167 15 14 5 a a
第263図 GSP-215 DP-167 21 18 11 h d
第264図 GSP-216 DP-167 24 22 12 c e
第264図 GSP-217 DP-167 21 17 19 f d
第264図 GSP-218 DP-167 30 19 30 h d
第264図 GSP-219 DP-168 39 31 25 f d
第264図 GSP-220 DO-168 22 16 14 f d
第264図 GSP-221 DQ-168 22 19 20 h d
第264図 GSP-222 DQ-168 22 18 16 c d
第264図 GSP-223 DQ-168 31 30 32 h d
第264図 GSP-224 DQ-168 32 30 18 h d
第267図 GSP-225 DR-168 21 19 14 c d 柱痕跡有

第267図 GSP-226 DR-168・169 37 32 36 h d
土師器甕1点
（第281図1045）
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図版番号 遺構番号 位置 新旧関係
規模（㎝）

平面形 断面形 出土遺物 時期 備考
長軸 短軸 深さ

第267図 GSP-227 DR・DS-169 34 25 37 f d 柱痕跡有
第267図 GSP-228 DR-169 15 15 8 h d
第267図 GSP-229 DS-169 21 20 14 h d
第267図 GSP-230 DS-169 20 15 5 f d
第268図 GSP-231 DS-169 GSP-231>GSP-232 45 30 8 f d
第268図 GSP-232 DS-169 GSP-232<GSP-231 45 25 10 f d
第268図 GSP-234 DS-169 28 26 10 h d
第268図 GSP-235 DS-169 20 16 11 h d
第268図 GSP-236 DT-169 57 42 10 f e
第268図 GSP-237 DS-168 28 19 23 f e
第268図 GSP-238 DS-169 GSP-238>GSP-239 21 20 6 h e
第268図 GSP-239 DS-169 GSP-239<GSP-238 57 42 10 h d
第268図 GSP-240 DT-169 GSP-240>GSP-241 20 19 11 h d
第268図 GSP-241 DT-169 GSP-241<GSP-240 16 10 6 c d
第275図 GSP-242 DV-169 25 24 13 h d
第275図 GSP-243 DV-169 23 21 15 c d
第275図 GSP-244 DV・DW-168 23 22 24 h d
第275図 GSP-245 DW-168 31 31 21 h d
第275図 GSP-246 DW-168 33 29 29 f e
第275図 GSP-247 DW-168 23 16 13 a d
第275図 GSP-249 DV-167 GSP-249<GSP-250 40 33 52 h d
第275図 GSP-250 DV-167 GSP-250>GSP-249 23 20 10 h d
第275図 GSP-251 DW-168 GSP-251<SD-105 26 24 33 h d
第264図 GSP-252 DP・DQ-167 28 26 27 c d 柱痕跡有
第268図 GSP-253 DS・DT-169 GSP-253>GSK-30 21 20 11 h d

第262図 GSP-254 DP-170
SD-117<GSP-254<
GSP-255

21 19 32 c c

第262図 GSP-255 DP-170 GSP-255>GSP-254 20 18 6 h d
第262図 GSP-256 DP-170 18 14 25 c d
第262図 GSP-257 DP-170 20 17 19 h d
第260図 GSP-258 DO・DP-169 26 18 25 f d
第260図 GSP-259 DO-170 20 13 6 c d
第260図 GSP-260 DO-170 30 21 14 f d
第260図 GSP-262 DO-170 24 21 28 c d 柱痕跡有
第260図 GSP-263 DO-169 40 24 19 e e
第260図 GSP-264 DO-169 17 17 34 c d
第260図 GSP-267 DO-170 21 19 10 h e
第260図 GSP-268 DO-170 23 21 20 h d
第260図 GSP-269 DN-170 37 17 52 a d
第260図 GSP-271 DN-170 23 17 12 f d
第260図 GSP-272 DN-170 34 20 8 f a
第261図 GSP-274 DN-170 34 27 10 f e
第261図 GSP-275 DN-170 25 23 18 h d
第261図 GSP-276 DN-170 29 21 11 f d
第261図 GSP-277 DN-169 22 18 31 h d
第261図 GSP-278 DN・DO-169 GSP-278>GSP-410 48 30 29 f j
第261図 GSP-279 DN-169 GSP-279<GSP-358 28 25 25 h d

第261図 GSP-280 DN-169
GSP-280<GSP-281、
283

24 15 23 f d

第261図 GSP-281 DN-169 GSP-281>GSP-280 24 21 24 h d
第261図 GSP-282 DN-169 21 20 33 h d
第261図 GSP-283 DN-169 GSP-283>GSP-280 40 30 22 f d
第261図 GSP-284 DN-169 40 40 12 h d
第261図 GSP-286 DN-169 24 19 14 c d
第261図 GSP-287 DN-169 GSP-287>GSP-411 40 12 24 f d
第261図 GSP-288 DN-169 GSP-288<GSP-289 21 20 14 h d
第261図 GSP-289 DN-169 GSP-289>GSP-288 22 20 12 h d
第261図 GSP-290 DM・DN-169 GSP-290<GSP-291 27 20 15 f d
第261図 GSP-291 DM・DN-169 GSP-291>GSP-290 20 18 29 h d
第261図 GSP-292 DN-170 24 20 37 h d
第257図 GSP-293 DM-170 32 30 30 h d
第257図 GSP-295 DM-170 27 21 24 f d
第257図 GSP-296 DM-170 30 25 16 h d
第257図 GSP-297 DM-170 23 18 13 g d
第257図 GSP-298 DM-170 21 21 18 f d 柱痕跡有
第257図 GSP-299 DM-169 17 15 9 a d
第257図 GSP-300 DM-169 17 16 10 c d
第257図 GSP-301 DM-169 24 21 33 c d 柱痕跡有
第257図 GSP-302 DM-169 20 20 9 h d
第257図 GSP-303 DM-169 22 22 13 h i
第257図 GSP-304 DM-169 20 20 22 h d
第257図 GSP-305 DM-169 20 20 22 h d
第257図 GSP-307 DM-169 GSP-307>GSP-308 20 17 20 h d
第257図 GSP-308 DM-169 GSP-308<GSP-307 23 22 24 c d
第261図 GSP-310 DM・DN-168･169 32 30 21 f d
第257図 GSP-311 DM-168 18 17 8 h d
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図版番号 遺構番号 位置 新旧関係
規模（㎝）

平面形 断面形 出土遺物 時期 備考
長軸 短軸 深さ

第261図 GSP-312 DM・DN-170 GSP-312>GSP-313 20 15 17 f d
第261図 GSP-313 DM・DN-170 GSP-313<GSP-312 24 15 20 c d
第257図 GSP-314 DM-170 GSP-314>GSP-315 45 40 21 e d
第257図 GSP-315 DM-170 GSP-315<GSP-314 26 22 23 e d
第258図 GSP-316 DM-170 26 25 26 h d
第258図 GSP-317 DM-168 29 23 26 f d
第258図 GSP-319 DM-168 20 20 37 h d
第258図 GSP-320 DM-168 GSP-320>GSP-412 29 25 25 e d
第258図 GSP-321 DM-168･169 19 17 14 h d

第258図 GSP-322 DL・DM-169
GSP-322<GSP-323･
324

47 36 25 a e

第258図 GSP-323 DL・DM-169 GSP-323>GSP-322 30 27 20 c d
第258図 GSP-324 DM-169 GSP-324>GSP-322 27 25 14 h d
第258図 GSP-325 DM-168 22 20 50 c b
第258図 GSP-326 DL-168 26 24 12 h d
第258図 GSP-327 DM-168 26 23 47 h d
第258図 GSP-328 DL-168 GSP-328>GSP-329 28 26 32 c e
第258図 GSP-329 DL-168 GSP-329<GSP-328 24 17 28 h d
第258図 GSP-330 DL-168 23 23 24 h d
第258図 GSP-331 DL-168 32 25 45 h d 柱痕跡有
第258図 GSP-333 DL-169 30 29 33 c d

第259図 GSP-334 DL-168
GSP-334>GSP-335･
336

26 21 20 h d

第259図 GSP-335 DL-168 GSP-335<GSP-334 22 17 25 h d
第259図 GSP-336 DL-168・169 GSP-336<GSP-334 25 23 59 c d 柱痕跡有
第261図 GSP-337 DN-170 GSP-337>GSK-39 27 24 48 h d
第259図 GSP-339 DL-169 23 23 20 c d
第259図 GSP-342 DL-169 24 23 33 h d 柱痕跡有
第259図 GSP-344 DK-169 22 23 4 h d
第259図 GSP-345 DK-169 22 18 21 h d 柱痕跡有
第259図 GSP-346 DK-169･170 23 23 11 h d
第259図 GSP-347 DL-169 21 19 14 h d
第259図 GSP-348 DL-169 20 20 18 h d
第259図 GSP-349 DL-169 20 20 10 c d
第259図 GSP-350 DL-169 24 21 27 h d
第259図 GSP-352 DL-170 35 26 8 f g
第259図 GSP-353 DM-170 25 12 34 c d
第257図 GSP-354 DM-170 26 22 32 h d
第259図 GSP-355 DM-170 GSP-355>GSP-356 18 15 9 f g
第259図 GSP-356 DM-170 GSP-356<GSP-355 15 15 7 c g
第259図 GSP-357 DM-169 25 20 21 f d
第261図 GSP-358 DN-169 GSP-358>GSP-279 23 20 4 a d
第259図 GSP-360 DM-170 GSP-360>GSP-398 38 25 10 c d
第259図 GSP-361 DM-170 28 25 11 h d
第255図 GSP-362 DJ-169 20 20 12 h d
第255図 GSP-363 DJ-169 29 25 12 h d
第255図 GSP-364 DJ-169 14 13 2 h d
第255図 GSP-365 DJ-168･169 21 19 21 c d 柱痕跡有
第255図 GSP-366 DJ-168 26 23 14 h d
第255図 GSP-367 DJ-168 GSP-367<SD-120 19 15 18 h i
第255図 GSP-368 DJ-168 20 16 6 c d
第255図 GSP-369 DJ-168 20 18 4 c d
第255図 GSP-370 DJ-168 18 17 10 h d
第255図 GSP-371 DJ･DK-168 30 25 20 h d
第255図 GSP-372 DJ-168 GSP-372>GSP-373 30 20 26 f e 柱痕跡有
第255図 GSP-373 DJ-168 GSP-373<GSP-372 27 23 30 h d
第255図 GSP-374 DJ-168 30 27 20 h d
第255図 GSP-375 DJ-168 20 18 12 c d
第255図 GSP-376 DI-168 25 21 18 c d 柱痕跡有
第255図 GSP-377 DJ-169 GSP-377>SD-120 19 14 22 c d
第254図 GSP-378 DG-169 21 20 20 h a
第254図 GSP-380 DG-170 17 17 19 c a
第254図 GSP-381 DG-170 17 15 14 h d
第254図 GSP-382 DH-170 24 20 23 h d
第254図 GSP-383 DH-170 20 17 12 h d
第280図 GSP-387 DX-166・167 28 16 5 f d

第274図 GSP-388 DW・DX-168
GSP-388>GSP-121、
SD-105

18 17 10 h a

第275図 GSP-390 DW-167 18 16 20 a d
第280図 GSP-392 DZ-167 21 (16) 28 c d

第280図 GSP-393 DX-167
GSP-84<GSP-393<
GSP-85

24 13 23 h a

第268図 GSP-394 DS-168 19 17 11 c i
第264図 GSP-395 DQ-168 22 18 10 b d

第263図 GSP-396 DQ-168
GSP-396>GSP-207、
397

24 21 12 h d
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図版番号 遺構番号 位置 新旧関係
規模（㎝）

平面形 断面形 出土遺物 時期 備考
長軸 短軸 深さ

第263図 GSP-397 DQ-168
GSP-396>GSP-397
>GSP-207

30 22 16 f d

第259図 GSP-398 DM-170
GSP-360>GSP-398
>GSP-399

35 27 16 f d

第259図 GSP-399 DM-170 GSP-399<GSP-398 22 17 13 h d
第271図 GSP-400 DU-169 18 14 20 h d
第259図 GSP-401 DM-169 28 16 13 f d
第255図 GSP-402 DJ-169 GSP-402>SD-120 16 15 14 c a
第268図 GSP-403 DR-167 19 16 6 a d
第267図 GSP-404 DR-167 15 5 22 x d
第268図 GSP-405 DR-168 29 21 13 f e
第259図 GSP-406 DL-169 50 36 17 e e
第268図 GSP-407 DS-169 GSP-407>SD-117 30 28 32 h d
第262図 GSP-408 DP-170 29 15 18 h b
第261図 GSP-410 DN-169 GSP-410<GSP-278 24 20 12 f f
第261図 GSP-411 DN-169 GSP-411<GSP-287 20 14 12 e d
第258図 GSP-412 DM-168 GSP-412<GSP-320 24 20 34 h d
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第Ⅲ章　川原館遺跡

６．遺構外出土遺物

（１）土器

　　土師器皿２点、小坏３点、坏18点、甕12点、小甕４点、把手付土器１点、小壺１点、製塩土器１
点、擦文土器４点、須恵器壺３点、甕11点、かわらけ１点、珠洲２点、常滑１点（第282～285図
1046～1109）を図示した。皿は２点ともに非ロクロである。1046は口縁部～底部で、底部は太め
の糸による静止糸切である。1047はやや厚めの器壁で、体部は丸みを帯び、口縁部がやや開く形状
を呈する。1048～1050は小坏である。いずれもロクロ調整である。1048のみ底部が柱状高台を呈
するが、３点とも法量や器形、底部切離が近似している。坏は18点のうち、非ロクロ10点（1051～
1060）、ロクロ調整８点（1061～1068）である。非ロクロの底部は、1051・1052、1056砂底、
1053、1058網代痕、1055木葉痕（笹葉）、1054、1057、1059ヘラナデ、ヘラケズリである。
1052は柱状高台状の底部で、体部～口縁部へと丸みを帯びるように立ち上がる。1054・1055は非
ロクロ坏の口縁部～底部で、底径が大きめであり、底部が柱状高台を呈し、木器の器形を模している
と考えられる。1061、1063は大坏で、ロクロ調整が施されており、内面灯明痕が認められる。
1066は坏の口縁部で、ロクロ調整が施されており、外面墨書が認められる。1068は坏の口縁部～底
部で外面底部付近に刻書が認められる。甕は体部が丸みを帯び、口縁部が外反するものが多い。
1070、1075はやや口縁部の屈曲の度合いが強い。1077は口縁部～体部までほぼ直線的で、口縁部
と体部の境が不明である。1078は口縁部と体部の間がやや長く、コの字状に近いくびれを有する。
1079・1080は甕の体部で、1079は内面にハケメ調整が施され、1080は外面にヘラ記号が認められ
る。1081～1084は小甕で、非ロクロ３点（1081～1083）、ロクロ調整１点（1084）である。1081
は口縁部～体部までほぼ直線的な器形で、1083は体部から口縁部へとすぼまる形状を呈する。1082
は中空となっており、小型の甑の可能性もあるが、粘土継ぎめで底部が剥落したものと考えられる。
1084は体部が丸みを帯び、口縁部が緩やかに外反する。1085は把手付土器の把手である。1086は
小壺で、体部にはヘラ記号が認められる。1087は製塩土器の体部である。1088～1091は擦文土器
である。1088は口縁部に３条の横走沈線が認められ、その間には短沈線による充填文様が認められ
る。1089は口縁部～体部で、口縁部は強く屈曲しており、文様は横走沈線とハケメが認められる。
1090はハケメ調整の後、沈線と刺突文が認められ、1091は横走沈線で区画された間に刻目によって
文様が施されている。1092・1093は須恵器長頸壺、1094は広口壺である。1092の頸部と体部の間
にはリング状凸帯が認められる。1095～1105は須恵器甕である。1106はかわらけの口縁部～底部
でロクロ調整が施されている。1107は珠洲擂鉢の体部、1108は珠洲甕の体部である。1109は常滑
壺の肩部である。

（２）土製品

　　焼成粘土塊２点（第285図土23・24）を図示した。土23は平面不整形を呈し、表面ナデによって
調整されている。土24は表面ナデが認められ、内面は湾曲している。

（３）鉄関連遺物

　　羽口２点（第285図鉄34・35）を図示した。鉄34は先端部、鉄35は体部の破片である。小片のた
め、外径、内径は不明である。
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ふ り が な
所収遺跡名

ふ り が な
所　在　地

コード 世界測地系（JGD2000）
調査機関 調査面積

（㎡） 調査原因
市町村 遺跡番号 北緯 東経

川
かわはらだて

原館遺
い

跡
せき

青
あお

森
もり

市
し

浪
なみ

岡
おか

大
おお

字
あざ

浪
なみ

岡
おか

字
あざ

浅
あさ

井
い

02201 377
40°
42′
42″

140°
35′
58″

20130828
～

20131115

20140522
～

20141121

20150413
～

20150930

3,605㎡
佐野沖萢線
道路整備事
業

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

川原館遺跡 城館跡
平安
中世
近世

竪穴遺構� 4棟
掘立柱建物跡� 1棟
土坑� 152基
溝跡� 124条
井戸跡� 19基
焼土遺構� 4基
カマド状遺構� 8基
その他の遺構� 2基
ピット� 1715基

土 師 器
須 恵 器
製 塩 土 器
擦 文 土 器
か わ ら け
陶 磁 器
土 製 品
鉄 関 連 遺 物
木 製 品
古 銭

平安時代を主体に中世～
近世の遺構・遺物を確認
した。

要 約

１．川原館遺跡は青森市浪岡大字浪岡字浅井に位置している。
２．遺跡は浪岡川によって形成された扇状地の先端部、標高28～30ｍの地点に位置している。
３．発掘調査は佐野沖萢線道路整備事業に先立ち、平成25～27年度に実施した。
４．平成25～27年度の調査の結果、竪穴遺構、掘立柱建物跡、土坑、溝跡、井戸跡、焼土遺構、カマド状

遺構、その他の遺構、ピットを検出したほか、土師器、須恵器、擦文土器、陶磁器、土製品、鉄関連
遺物、木製品、古銭が出土した。
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